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check 取組みの効果

北方領土問題未解決に伴う根室地域の振興対策及び
広域的な啓発事業の推進並びに相互の協調を図ってい
ます。

北方領土返還要求運動原点の地として、啓発ならびに
地域振興にお役立てください。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

北方領土返還要求運動関係団体への事業補助のほか、
北方領土返還祈念シンボル像の維持管理を行い、国民
世論の更なる喚起・高揚を図りました。

奈良県で返還運動に携わっています。少しでも力になれ
るよう、こちらも頑張ります！

voice 寄附者の声

北方領土返還要求運動関係団体への事業補助のほか、北方
領土返還祈念シンボル像の維持管理を行い、国民世論の更
なる喚起・高揚を図りました。

寄附金活用金額

10,108 千円

総事業費

14,739 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部

根室管内１市4町で組織される北方領土隣接地域振興対策
根室管内市・町連絡協議会において、国等に対し、北方領土
問題の早期解決や北方四島交流事業の実施に関する要請等
を行いました。

寄附金活用金額

284 千円

総事業費

284 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部
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check 取組みの効果

北千島出土のアイヌ文化の土器は10個体ほど復元でき、
国内でも貴重な事例となりました。

アイヌ民族の残したもの、なるべく保存をしていただきたい
と願っています。近いうちに根室市に訪れたいと思っていま
す。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

北方領土問題解決に向けた国民世論の喚起はもちろん、返
還要求運動の中心を担ってきた元島民の高齢化が進んでいる
現状を踏まえ、次世代を担う後継者の育成にも力を入れ取り
組んでまいります。

親友のふるさと根室、北方領土の姿と花咲ガニが忘れら
れません。これからも、北方領土が見える町として頑張っ
てください。

voice 寄附者の声

根室市内や北千島のオホーツク文化やアイヌ文化の遺跡から出
土した資料の整理を行い、土器の復元など今後の活用に向け
た調査研究を行いました。また、防湿庫を導入し、資料の適切
な保存環境を整備しました。

寄附金活用金額

1,057 千円

総事業費

2,457 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：教育委員会

北方領土返還要求運動関係団体への事業補助や負担金の
ほか、市等で実施する北方領土返還要求根室市民大会開催
事業、北方領土返還要求後継者育税事業、四島の声啓発
事業、キャラバン隊派遣事業を行い、国民世論の更なる喚起
高揚を図りました。

寄附金活用金額

346 千円

総事業費

5,156 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部
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check 取組みの効果

北方四島における共同経済活動に関して、根室市が担うべき
機能や役割、さらにはその効果を「地域振興」や「観光振興」な
ど、調査・研究を進め、その具現化に向けた施策の展開に繋げ
てまいります。

北方領土のニュースを聞くたびに住民の皆様により良い方
向に行くことを切に願ってます。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

平成４年度から行われている北方四島交流事業により、
四島在住のロシア人と相互交流が行われ、日本人や日
本に対する四島側の理解も深まってきております。

根室には近いうちに根室本線で行きたいと考えています。北方
領土と最も近い自治体ですので、日露間の交流を深めながら
平和的な問題解決に向けて頑張ってください、応援しておりま
す。

voice 寄附者の声

北方四島に在住するロシア人との相互理解を促進し、北方領
土問題の解決を含む日ロ間の平和条約締結のための環境整
備を図るため、北方四島在住ロシア人と返還運動関係者や元
島民及び専門家等との相互交流事業を実施しました。

寄附金活用金額

276 千円

総事業費

276 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部

「北方四島における共同経済活動」の実現に向け、隣接地域
が積極的な関与をしていくために国や北海道等の関係機関から
情報収集、及び意見交換を行っています。

寄附金活用金額

156 千円

総事業費

156 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部
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check 取組みの効果

戦前の北方領土の生活にスポットを当て、島での「衣食住」を
中心とした資料を展示し、「北方領土は日本の領土である」こ
とを広く国民に周知するため、資料の更なる充実を図ってまいり
ます。

今年念願かなって根室市を訪問できました。おしいごはん
だけでなく、北方領土資料館はとても勉強になりました。
今まで以上に身近な問題として感じられました。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

北方領土問題に関する他団体との連携強化を図り、北
方四島との新たな地域間交流の推進いたします。

家族旅行で行きました。大人も子供も、北方領土につい
て、学び、考えさせられました。

voice 寄附者の声

北方領土に関する貴重な資料を展示することにより、北方領土
問題の啓発と返還要求運動の促進を図るため、北方領土資
料館を設置しています。

寄附金活用金額

10,439 千円

総事業費

10,447 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部

北方領土問題に関する他団体等の連携強化や北方領土問
題に関する情報分析を行いました。

寄附金活用金額

324 千円

総事業費

324 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部
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check 取組みの効果

北方四島周辺海域における安全操業に係る具体的な
対応を協議し、中央要請活動等を行うことによって、適
正な操業期間や漁獲量が確保されました。

漁業の安全操業とおいしい海産資源がいつまでも確保さ
れることを祈っております。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

国際姉妹都市やサハリン州との交流の推進に向けた施
策の展開に繋げてまいります。

今年初めて根室に旅で訪れました。霧で北方領土の歯
舞諸島ははっきり見えませんでしたが、根室が日露両国
の架け橋として、発展できればと思います。

voice 寄附者の声

国際姉妹都市（シトカ市・セベロクリリスク市）やサハリン州との
交流のあり方に関する調査・研究を行っています。

寄附金活用金額

345 千円

総事業費

345 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総合政策部

北方四島周辺海域における安全操業に係る具体的な対応策
を協議し円滑な操業の実現にむけ事業管理業務を行いました。

寄附金活用金額

2,518 千円

総事業費

2,518 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：水産経済部
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check 取組みの効果

これまでに当市が培ってきた生産技術を最大限に活かし、
「種苗放流と漁獲管理の連携」を推進することで、更なる
資源増大効果が期待されます。

未来を担う子供たちの教育とともに後継者の育成など漁
業資源を持続可能な産業に育てていってください。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

令和元年度は申請に基づき105枚を交付しました。令和2年
度までの目標値である100枚を既に超えており、引き続き、周
知等をすすめ北方領土問題に対する機運醸成の一助となるよ
う努めていきます。

北方領土問題が少しでも進展して日本人みんなで一緒
に考えていける様な活動にしていく為に、少額ですが、お
役に立てればと思い寄付させて頂きます。頑張って下さい。

voice 寄附者の声

北方四島における共同経済活動に向けた増養殖施設整備と
して、（仮称）根室市栽培漁業研究センターの実施設計に着
手しました。

寄附金活用金額

25,923 千円

総事業費

1,044,711 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：水産経済部

北方領土問題解決の機運を高めるためのツールとして、エリカ
ちゃん、千島桜、四島のかけはしをモチーフにした原動機付自転
車等用のご当地ナンバープレートを導入しました。

寄附金活用金額

350 千円

総事業費

350 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総務部
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check 取組みの効果

「根室市総合防災訓練」では、35機関、総勢2,588人
が参加、「防災啓発放送」は年間576回、防災啓発番
組は年間51回放送しました。

今年は各地災害が多かったです。防災・地域連携を大
切に願います。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

全国から1,054名のエントリーをいただき、大会当日は940
名のランナーが太平洋とオホーツク海、北方領土を望む根
室半島コースで健脚を競われ、927名が完走されました。

マラソン好きですので、これを機に一度走りに行きたいと思
います。

voice 寄附者の声

市民の健康の保持・増進や体力の向上、心身の健全な発達を
推進するとともに、全国から訪れるマラソン愛好者と交流し、根
室の魅力を発信し、交流人口の増大と市中経済の活性化に
寄与することを目的に開催しています。

寄附金活用金額

10,220 千円

総事業費

10,223 千円

実施期間：令和元年8月18日 所管部署：教育委員会

市と防災関係機関で構成される「根室市防災会議」の運営や
「根室市総合防災訓練」の実施、また、沿岸地域を中心に設
置している「津波情報システム」の管理や、FMねむろによる「防
災啓発放送」や「防災啓発番組」の制作などを実施しています。

寄附金活用金額

8,589 千円

総事業費

10,989 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総務部
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check 取組みの効果

2月に開催した「地域防災講演会」では、地震火山研究観測センター教授の
谷岡勇一郎氏から”津波防災”について、銀座パートナーズ法律事務所弁護
士の岡本正氏からは”被災後の生活再建と法律”について講演をいただき、自
分たちができる防災・減災対策について学びました。

防災に強い街づくりそして安心、安全な街づくりを若者が
住みやすい街づくりを応援します。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

洋式トイレ改修など８つの改修・更新及び備品購入を
行い、施設の利便性・機能性の向上及び長寿命化を図
りました。

これから益々寒くなります。市民の皆さんが冬でも集える
施設の資金の一部になるとうれしいです。

voice 寄附者の声

地域における防災訓練や防災出前講座、幼児から高校生まで
の防災教育など、防災・減災啓発事業を実施しています。

寄附金活用金額

769 千円

総事業費

2,447 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：総務部

開館以来27年が経過し、施設の大規模改修や設備の整備が
急務であり緊急度の高いものからか鋭角的に整備を行い、市民
が生涯学習施設の拠点として安全かつ快適に使用できるように
施設機能性維持を図るとともに、施設の長寿命化を図りました。

寄附金活用金額

23,800 千円

総事業費

60,500 千円

実施期間：令和元年6月7日～令和2年3月31日 所管部署：教育委員会
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check 取組みの効果

改修工事により資料の保存環境と、来館者の使用するトイレ
の利便性が向上しました。 また、収蔵品管理システムの導入
により、データの安全性の向上し、また、問合せや登録の対応
が円滑になりました。

過疎化問題、北方領土問題、冬は厳しく、大変かと思
いますが、大自然の中、郷土の歴史を継承できる子供教
育の充実を願っています。

voice 寄附者の声

資料の保存環境と、来館者の利便性の向上のため大型資料
室の外壁・屋根、そしてトイレの改修工事を実施しました。また、
４万件を超える資料データをクラウド化し、安全性が高い収蔵
品管理システムを導入しました。

寄附金活用金額

5,588 千円

総事業費

13,288 千円

実施期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 所管部署：教育委員会
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